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今  号  の  内  容

令和５年福岡県社会福祉大会を開催しました

ふくふくNEWS 第35回全国健康福祉祭えひめ大会

地域の担い手確保・育成に向けた取組

赤い羽根共同募金

ふくふくINFO

第３５回全国健康福祉祭えひめ大会
開会式で声援を送る福岡県選手団の様子
（関連記事４頁）

しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償
●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

保険期間１年

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ22-12033から抜粋）
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去る10月23日（月）、クローバープラザで、令和５年福岡県社会福祉大会を開催しました。 
本大会では、県内の社会福祉協議会や社会福祉施設関係者、民生委員・児童委員など社会福祉
関係者が一堂に会し一人ひとりが豊かさを実感できる地域共生社会の実現に向けて取り組んでい
く契機として、記念講演、式典・総会を行いました。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の

地
域
活
動
が
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

外
出
の
自
粛
な
ど
に
よ
り
人
と
人
と
の

繋
が
り
が
一
層
希
薄
化
し
、
社
会
的
孤

立
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
こ

の
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
社
会
的
孤
立
と
要
介
護
状
態

は
関
係
が
あ
り
ま
す
。
社
会
参
加
活
動

を
し
て
い
な
い
人
や
人
と
の
接
触
頻
度

が
低
い
人
と
比
べ
、「
誰
か
と
何
か
を

一
緒
に
す
る
な
ど
社
会
参
加
し
、
人
の

役
に
立
つ
社
会
的
役
割
を
持
っ
て
い
る

人
は
要
介
護
状
態
に
な
り
に
く
い
こ

と
」
が
近
年
の
研
究
の
常
識
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

現
在
、
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方

た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
役
割
を
担
わ
れ
て

い
て
、
大
き
な
負
担
を
感
じ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
活

動
に
参
加
す
る
方
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
る
方
は
実
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
近
は
社
会
に
貢
献
し
や

す
い
よ
う
に
そ
の
方
の
得
意
な
こ
と
を

活
か
し
て
参
加
し
て
も
ら
う
方
法
や
、

本
業
の
中
で
参
加
し
て
も
ら
う
方
法

（
農
福
連
携
や
漁
港
で
子
ど
も
食
堂
の

開
設
な
ど
）
を
実
践
し
て
い
る
地
域
が

少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

行
政
や
社
協
の
方
た
ち
に
は
、
思
い

の
あ
る
人
や
団
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
出
番

が
あ
っ
て
役
割
を
発
揮
で
き
る
場
所
や

取
り
組
ん
で
い
る
内
容
の
垣
根
を
越
え

て
つ
な
が
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ

く
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

社
会
的
孤
立
等
の
課
題
を
解
決
し
て

い
く
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
福
祉

関
係
団
体
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な

ど
地
域
の
様
々
な
人
や
機
関
・
団
体
が

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
人
と
人
、
人

と
地
域
の
繋
が
り
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
支
え
手
側
と
受
け
手
側
に
分
か
れ

る
の
で
は
な
く
、
支
え
合
い
が
循
環
す

る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
や
孤
立
し
た
人

に
出
番
が
あ
り
、
役
割
を
発
揮
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
に
向
け
、
垣
根
を
越
え
て

力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。 

 

私
た
ち
日
本
人
は
「
助
け
る
こ
と
、

助
け
ら
れ
る
こ
と
」
が
苦
手
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
中
で
「
助
け

上
手
、
助
け
ら
れ
上
手
」
が
増
え
る
こ

と
が
共
生
社
会
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
歩
ず
つ
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
互
助
が
特
別
な
こ
と
で
な

く
、
互
い
を
助
け
合
え
る
範
囲
が
少
し

ず
つ
広
が
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
大
会
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
福
祉
施
設
・
事
業
所

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の
福
祉
関
係
者
約
７
５
０

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
会
長
で
あ
る
本
会 

酒
見 

俊
夫
会
長
は
、
開
会
に
あ
た
り
「
近
年
、
地
域
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
社
会
福
祉
の
枠
組

み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
様
々
な
課
題
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
く
中
で
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
複
雑
化
・
複
合
化
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る

ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
経
験
を
踏
ま
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
、
私
た
ち
社
会
福
祉
関
係
者
の
役
割
を

改
め
て
確
認
す
る
契
機
と
し
て
参
り
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。 

本
大
会
総
会
で
は
、
県
内
社
会
福
祉
関
係
者
の
総
意
を

も
っ
て
、「
大
会
宣
言
」・「
実
践
申
合
せ
事
項
」・「
特
別
ア

ピ
ー
ル
」
を
採
択
し
ま
し

た
。「
特
別
ア
ピ
ー
ル
」
に
つ

い
て
は
、
地
域
福
祉
を
担
う

関
係
者
の
切
実
な
総
意
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
、
福
岡

県
、
県
内
市
町
村
に
対
し
要

望
し
ま
し
た
。

（「
大
会
宣
言
」・「
実
践
申
合

せ
事
項
」は
３
頁
に
掲
載
）

福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
、式
典
・
総
会
を
開
催

永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
皆
様
を

表
彰
い
た
し
ま
し
た

「
複
雑
・
多
様
化
す
る
社
会
に
応
え
る
た
め
に  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
つ
な
が
り
の
大
切
さ
～
」

記
念
講
演（
要
旨
）

同
志
社
大
学 

社
会
学
部 

教
授

永
田 

祐 

氏

５
・
６
頁
で
は
、
県
内
で
地
域

の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
確
保
や

育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

2 1191号　 2023年12月 191号　 2023年12月

令和 5 年福岡県社会福祉大会を開催令和 5 年福岡県社会福祉大会を開催令和 5 年福岡県社会福祉大会を開催令和 5 年福岡県社会福祉大会を開催
県内社会福祉関係者の総意をもって

「大会宣言」「実践申合せ事項」「特別アピール」を採択
県内社会福祉関係者の総意をもって

「大会宣言」「実践申合せ事項」「特別アピール」を採択

特
別
ア
ピ
ー
ル

現
在
、我
が
国
で
は
、少
子
高
齢
・
人
口
減
少

が
急
速
に
進
展
す
る
な
か
、福
祉
人
材
の
確
保
、

養
成
、定
着
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
、約
３
年
に
亘
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、こ
れ
ま

で
潜
在
化
し
て
い
た
様
々
な
地
域
生
活
課
題
が

明
ら
か
に
な
り
、人
々
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

役
割
を
担
う
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
の
必
要
性

が
一
層
増
大
し
た
。そ
の
解
決
に
は
、処
遇
改
善

や
労
働
環
境
の
整
備
を
行
い
、福
祉
の
仕
事
の

意
義
や
魅
力
を
広
く
発
信
し
、新
た
な
人
材
発

掘
・
養
成
及
び
離
職
し
た
福
祉
人
材
の
再
就
職

支
援
、専
門
性
を
高
め
る
研
修
事
業
の
充
実
等

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、国
は
、社
会
福
祉
協
議
会
、社
会
福
祉

法
人
・
福
祉
施
設
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
が

持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、地
域
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、急
増
す
る
福
祉
ニ
ー

ズ
に
連
携
・
協
働
し
支
援
す
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
る
。 

し
か
し
、そ
の
た
め
の
十
分
な
財
源
措
置
が

な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、物
価
の
高
騰
、

増
加
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、今
後
、

更
な
る
財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
関
係
者

の
意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、国

と
地
方
に
お
け
る
責
任
・
財
源
の
明
確
化
を
基

本
と
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
く

よ
う
、県
内
社
会
福
祉
関
係
者
の
総
意
を
も
っ
て

強
く
要
望
す
る
。 

福
岡
県
社
会
福
祉
大
会
で
は
、

社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。 

表
彰
式
で
は
、
福
岡
県
知
事
、

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、

福
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
、
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
表
彰
状
・
感
謝
状
の

授
与
と
併
せ
て
赤
い
羽
根
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
最
優
秀
賞
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た

皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
ま
す
ま
す
の
御
活

躍
・
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

民生委員・児童委員

社会福祉事業団体関係者

社会福祉事業施設従事者

心身障がい者自立更生者

ボランティア等功労者

ボランティア協力校

10名

11名

51名

２名

２名、15団体

１校

■福岡県知事表彰
民生委員・児童委員

社会福祉事業団体関係者

社会福祉事業施設従事者

ボランティア等功労者

195名

８名

89名

20名、13団体

■福岡県知事感謝

社会福祉事業特別功労者

民生委員・児童委員特別功労者

優良社会福祉事業施設

優良社会福祉協議会

206名

194名

20施設

３校区・１地区社協

■福岡県社会福祉協議会会長表彰
社会福祉事業協助者 ２名、20団体

■福岡県社会福祉協議会会長感謝

会長表彰

優秀地区

個人27名、７団体

11市区町村支会

■福岡県共同募金会会長表彰
会長感謝 個人54名

５団体

■福岡県共同募金会会長感謝

最優秀作品

優秀作

特別賞

1作品

10作品

24校

■赤い羽根キャッチフレーズ入選作品・特別賞 

表彰者一覧

TOPICTO
PI
C

服部福岡県知事から社会福祉功労者への表彰状授与 



第35回全国健康福祉祭えひめ大会開催
「健康マージャン交流大会で優勝しました！」

第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭

え
ひ
め
大
会
（
以
下
、「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
。）
が

10
月
28
日
（
土
）
か
ら
31
日

（
火
）
ま
で
の
４
日
間
、
愛
媛

県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

愛
媛
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
（
松
山
市
）
で
行
わ
れ

た
総
合
開
会
式
で
は
、
各
県
・

政
令
市
選
手
団
の
代
表
者
に

よ
る
入
場
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

交
流
大
会
で
は
愛
媛
県
内

20
市
町
で
29
種
目
の
競
技
が

行
わ
れ
、
日
頃
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
を
通
じ
て
生
き
が

い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
る
60
歳
以
上
の

全
国
の
元
気
な
高
齢
者
約

１
０
，
０
０
０
名
が
各
地
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

福
岡
県
か
ら
は
、
選
手
・

本
部
役
員
を
合
わ
せ
て
18
種

目
に
１
２
３
名
を
派
遣
し
ま

し
た
。 

福
岡
県
選
手
団
は
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の

団
体
戦
優
勝
を
は
じ
め
、
将

棋
個
人
戦
並
び
に
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
（
ワ
ル
ツ
）
の
３
位
な

ど
各
種
目
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
元
気
な
福
岡

県
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

選
手
か
ら
は
、「
対
戦
チ
ー

ム
は
う
ち
よ
り
若
い
選
手
が

多
く
勢
い
が
あ
り
、
目
標
は

果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
他
の

大
会
で
顔
な
じ
み
の
人
た
ち

の
姿
に
元
気
を
も
ら
っ
た
」

「
知
ら
ぬ
間
に
緊
張
し
て
い

て
、
練
習
通
り
に
で
き
ず
悔

し
か
っ
た
」「
他
県
の
選
手
の

試
合
を
見
ら
れ
て
い
い
刺
激

と
な
っ
た
、
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、

大
会
を
通
し
て
選
手
同
士
の

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
地
域

貢
献
活
動
な
ど
の
楽
し
さ
や

生
き
が
い
を
実
感
し
、「
生
涯

現
役
社
会
」「
健
康
長
寿
社

会
」
を
築
く
礎
と
し
て
、
ま

た
、
生
涯
を
通
じ
て
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ねんりんピック
笑顔のえひめ2023
福岡県選手団

健康マージャン

将棋

ダンススポーツ

バトミントン

剣道

福岡県どんたくチーム

個人　古賀　雅孝　氏

個人　堤　憲治郎・薫ペア

とびうめ

福岡県

優勝

３位

３位

3位

ベスト８

団体戦

魳（かます）グループ

ワルツ

70歳以上の部

種目 チーム・個人 成績 出場区分

福岡県選手団の主な成績

地
域
の
様
々
な
主
体
が

参
画
し
、
分
野
・
世
代
を

超
え
て
つ
な
が
る
よ
う
、

住
民
主
体
に
よ
る
課
題
解

決
力
の
強
化
並
び
に
包
括
的

な
相
談
支
援
体
制
づ
く
り

を
、
地
域
住
民
と
の
連
携
に

よ
り
実
践
し
、
共
に
支
え

合
う
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
努
め
よ
う
。

  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
深
刻

化
し
た
県
民
の
経
済
的
困

窮
や
社
会
的
孤
立
等
の
課

題
解
決
・
改
善
に
向
け
、

関
係
機
関
・
団
体
の
幅
広
い

連
携
に
よ
る
生
活
困
窮
者

支
援
に
努
め
よ
う
。

  
次
世
代
を
担
う
若
年
層

に
向
け
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
の
広
報
活

動
の
充
実
・
強
化
、
働
き
方

改
革
の
推
進
を
は
じ
め
、

処
遇
改
善
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
支
援
、
福
祉
専
門
職

と
し
て
の
社
会
的
評
価
の

向
上
に
取
り
組
む
な
ど
、

働
き
や
す
く
魅
力
あ
る
職

場
づ
く
り
に
努
め
よ
う
。

  

社
会
福
祉
法
人
は
、
極

め
て
公
益
性
の
高
い
非
営

利
法
人
と
し
て
創
設
さ
れ

た
経
緯
に
鑑
み
、
そ
の
責

務
と
し
て
、
様
々
な
地
域
生

活
課
題
や
福
祉
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
自
ら
の
公
益
性
を

自
覚
の
上
、
積
極
的
に
役
割

を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う

努
め
よ
う
。 

相
次
ぐ
大
規
模
な
自
然

災
害
に
備
え
、
日
頃
か
ら

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
を
は
じ
め
、
地
域

住
民
、
関
係
機
関
・
団
体

と
協
働
し
、
地
域
の
防
災
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
体
制
の
強

化
に
努
め
よ
う
。 

併
せ
て
、
被
災
時
に
お

け
る
地
域
の
避
難
拠
点
と

し
て
の
機
能
強
化
及
び
施
設

間
相
互
の
連
携
の
充
実
に

努
め
よ
う
。 

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
と
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
支
援
す
る
た
め
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
や
苦
情
解
決
事
業
、

第
三
者
評
価
事
業
な
ど
、

総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
の

推
進
に
努
め
よ
う
。  

民
間
の
社
会
福
祉
活
動

を
財
源
面
か
ら
支
援
す
る

共
同
募
金
運
動
の
強
化
に

取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
推
進
・

拡
大
に
努
め
よ
う
。 

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
、
地
域
社
会
の
脆
弱

化
等
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
て

い
る
地
域
生
活
課
題
に
加
え
て
、

約
３
年
に
亘
り
猛
威
を
振
る
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
や
養
育
環
境
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
等
支
援
が

必
要
な
方
の
生
活
の
質
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。   

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国

に
お
い
て
は
、
人
々
が
様
々
な

生
活
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地

域
住
民
等
が
支
え
合
い
、
一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、

地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
取
組
に

お
い
て
多
機
関
連
携
・
協
働
を

担
う
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会

福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
等
、
福
祉
分

野
の
人
材
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、

我
が
国
の
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
本
格
化
す
る
な
か
、
そ

の
確
保
、
養
成
、
定
着
の
た
め

の
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

加
え
て
、
本
県
で
は
、
毎
年

の
よ
う
に
大
規
模
な
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
お
り
、
本
年
は
７

月
の
大
雨
災
害
に
よ
り
県
内
10

市
町
村
に
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
、
県
内
外
の
大
き
な
力
を

借
り
て
、
そ
の
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
む
な
ど
、
日
頃
か
ら
の

備
え
、
地
域
間
の
連
携
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
と
も

に
地
域
を
支
え
る
社
会
福
祉
関

係
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と

実
績
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
質
の
高
い
専
門
性
を
発

揮
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の

福
祉
の
担
い
手
の
育
成
に
も
力

を
注
ぎ
、
地
域
福
祉
の
推
進
役

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
大
会
に
お
い
て
、
私
た
ち

社
会
福
祉
関
係
者
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
職
種
、
多
機
関
・

団
体
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、

国
・
県
・
市
町
村
と
協
働
し
て
、

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
福
岡
県
づ
く

り
に
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
。

大会宣言

実践申合せ事項

生
活
困
窮
者
支
援
の
取

組
強
化

1
共
に
支
え
合
う
地
域
共

生
社
会
の
実
現

2
福
祉
人
材
の
確
保
、
養

成
、
定
着
の
た
め
の
総

合
的
な
対
策
の
強
化

3

社
会
福
祉
法
人
の
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
の
強
化

4
大
規
模
災
害
へ
の
対
応

強
化

5

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
と
利
用
者
支
援
に

向
け
た
取
組
の
強
化

6
共
同
募
金
運
動
の

取
組
強
化

7
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１頁に紹介している福岡県社会
福祉大会の記念講演で講師が講演さ
れているように、各市町村と社会福
祉協議会は、地域の担い手となる人
材の確保や育成に向けた取り組み
を進めています。今号では「春日市」
の取り組みを紹介します。

春日市概要 
人　口　112,478人 
世帯数　50,843世帯 
市　域　14.15k㎡ 
自治会加入率　72％ 
（令和５年４月現在） 自治会活動の

支え手

中学生による
地域活動の様子

地域の担い手の
確保・育成
に向けた取組

福
岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
都
市
化
が
進
ん
だ
春
日
市
は
、

九
州
最
大
の
人
口
密
度
を
有
し
、

交
通
網
も
充
実
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
で
す
。
地
域
の
主
体
性
や

自
主
性
を
尊
重
し
、
お
互
い
の
立

場
を
理
解
し
な
が
ら
、
一
緒
に
汗

を
流
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を

担
っ
て
い
る
自
治
会
は
、
各
地
区

公
民
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
お

り
、
単
独
の
自
治
会
だ
け
で
は
困

難
な
取
組
や
地
域
課
題
に
は
、
す

べ
て
の
自
治
会
が
集
ま
っ
た
自
治

会
連
合
会
で
共
有
・
検
討
し
な
が

ら
中
学
校
区
ご
と
に
研
修
事
業
や

ふ
れ
あ
い
事
業
（
主
に
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
）
な
ど
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
で
は
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
で
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

三
者
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
を

育
て
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
と
い
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、

地
域
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
、
児

童
や
生
徒
が
自
分
の
住
む
地
域
の

行
事
へ
主
体
的
に
参
画
し
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
取
組
は
、

春
日
市
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
児
童
や
生
徒
は
、

自
分
が
「
地
域
の
担
い
手
」
で
あ

る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
と
と
も

に
、
地
域
の
中
で
自
分
が
育
て
ら

れ
て
い
る
と
い
う
経
験
が
蓄
積
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
卒
業
後
も
地
域
活

動
に
参
加
す
る
方
が
出
て
く
る
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
ほ
か
、
児
童
や
生
徒
が
地

域
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
保

護
者
が
様
々
な
地
域
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。 

加
え
て
、
市
で
は
、
情
報
発
信

も
欠
か
せ
な
い
要
素
と
考
え
て
お

り
、
令
和
３
年
度
に
は
、
自
治
会

の
基
本
的
な
特
徴
や
活
動
を
、
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
自
治
会
の
加
入
促
進
に
活
用

し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
に
は
、

春
日
市
制
50
周
年
を
記
念
し
て

市
が
推
進
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
を
ま
と
め
た
冊
子
を

発
行
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
は

新
た
に
月
に
一
度
、
市
報
に
自
治

会
活
動
を
掲
載
し
、
広
報
し
て
い

ま
す
。 

自
治
会
の
活
動
を
市
民
に
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
最

先
端
で
活
動
す
る
人
た
ち
が
、
各

地
区
の
地
域
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
そ
の
地
域
の
た
め
に
知
恵
と

魅
力
を
出
し
合
い
、
共
に
考
え
る

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、「
市
社
協
」と
い
う
。）で
は
、

市
が
め
ざ
す
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、「
顔

の
見
え
る
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
」
を
目
標
に
、
各
自
治
会
が

行
っ
て
い
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
子

育
て
サ
ロ
ン
の
支
援
、
地
域
福
祉

研
修
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

度
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の

方
た
ち
が
集
合
し
て
行
う
地
域

活
動
が
従
来
ど
お
り
の
方
法
で
は

実
施
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
度
に
は
、
ほ
ぼ
活

動
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
停
止
期
間
の
長
期
化

で
活
動
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
活
動
を
始
め
た
頃
の

気
持
ち
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
地
域
福
祉
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
・
研

究
や
ひ
と
づ
く
り
に
よ
る
地
域
お

こ
し
な
ど
を
専
門
的
に
行
っ
て
い

る
講
師
に
よ
る
笑
い
を
交
え
た
講

演
の
ほ
か
、
活
動
者
同
士
の
情
報

交
換
を
行
い
、
普
段
の
活
動
の
悩

み
や
活
動
の
工
夫
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
の
意
欲
を
引
き
出

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
市
社
協
で
は
、
地
域
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
活

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
が
身
近
に

な
る
よ
う
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
併
せ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
っ

た
り
、
日
常
的
な
見
守
り
や
災
害

時
等
、
緊
急
時
に
備
え
る
た
め
に

声
か
け
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て

く
れ
る
方
を
増
や
す
機
会
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
そ
の

活
動
が
楽
し
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
体
験
が
次
の
活
動
へ

の
参
加
や
協
力
に
つ
な
が
り
、
新

た
な
地
域
の
担
い
手
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。 

「
い
つ
も
同
じ
顔
ぶ
れ
で
活
動

を
し
て
い
る
」「
新
し
い
担
い
手

が
入
っ
て
こ
な
い
」
と
い
う
地
域

活
動
の
担
い
手
不
足
や
固
定
化

は
、
全
地
域
共
通
の
悩
み
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、「
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
」「
ど
ん

な
手
立
て
が
考
え
ら
れ
る
か
」
な

ど
を
話
し
合
い
、
各
自
治
会
で
協

力
し
な
が
ら
、
今
あ
る
す
ば
ら
し

い
地
域
活
動
が
こ
れ
か
ら
も
継
承

さ
れ
る
よ
う
に
、
担
い
手
の
入
口

と
受
け
皿
づ
く
り
を
後
押
し
し
て

い
く
取
組
を
模
索
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
市
民
活
動
団
体
の
交
流

や
支
援
の
拠
点
で
あ
る
「
春
日
ま

ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：

ぶ
ど
う
の
庭
）」
で
は
、｢

ま
ち
の
活

性
化
に
興
味
が
あ
る｣

、｢

ま
ち
づ
く

り
活
動
に
関
わ
っ
て
み
た
い｣

、｢

市

民
が
市
民
を
支
え
る
取
組
を
応
援

し
た
い｣

と
い
う
志
の
あ
る
市
民
が

集
い
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
自
発
的
に
集
ま
る
こ
と

が
で
き
る
拠
点
が
あ
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
画
・
体
験

す
る
人
が
増
え
、
市
民
や
団
体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
一
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

加
え
て
、
視
点
を
変
え
て〝
地
域

活
動
に
新
た
に
入
っ
て
い
く
人
〞

の
目
線
に
立
ち
「
こ
ん
な
と
こ
ろ

が
関
わ
り
に
く
い
の
で
は
」「
こ

ん
な
地
域
な
ら
関
わ
れ
る
か
も
」

「
こ
の
世
代
に
は
ど
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
よ
い
か
」な
ど
を
考
え
な
が
ら
、

地
域
活
動
へ
参
画
す
る
ハ
ー
ド
ル

を
越
え
や
す
い
よ
う
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
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歳末たすけあい運動推進中寄付つき商品とコラボ 初めての試みに挑戦
中間市支会の取組 つながり  ささえあう  みんなの  地域づくり

共
同
募
金
運
動
の
一
環
で
あ
る
「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、
毎
年
、

12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
カ
月

間
で
行
わ
れ
、
市
区
町
村
の
区
域
ご

と
に
行
う
「
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
」

と
県
域
で
行
う
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す

け
あ
い
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

「
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
」
は
、「
つ

な
が
り 

さ
さ
え
あ
う 

み
ん
な
の
地
域

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
本
県
を

は
じ
め
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
孤
立

す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
の

方
々
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
等

が
今
年
度
実
施
す
る
様
々
な
福
祉
活

動
を
資
金
面
で
支
援
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
」

は
、
中
央
共
同
募
金
会
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等

と
の
共
催
で
実
施
し
て
お
り
、
小
規

模
共
同
作
業
所
へ
の
支
援
や
児
童
福

祉
施
設
の
中
学
・
高
校
卒
業
者
へ
の

支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。 

本
年
度
、
福
岡
県
共
同
募
金
会
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
制
限
を
受
け
て

き
た
交
流
や
助
け
合
い
の
活
動
を
通

じ
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の

重
要
性
を
改
め
て
住
民
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
減
収
や
失
業
等
に
よ
る

生
活
困
窮
や
社
会
的
孤
立
・
孤
独
な

ど
の
課
題
、
そ
し
て
新
た
に
顕
在
化

し
て
い
る
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け

た
取
組
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

共
同
募
金
会
中
間
市
支
会
で
は
、

共
同
募
金
運
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

10
月
15
日
（
日
）
に
中
間
市
の
な
か
ま

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
意
識
の
向
上
」
や
「
地
産

地
消
」
の
啓
発
を
図
っ
た
「
筑
前
中
間

や
っ
ち
ゃ
れ
祭
り
」
の
中
で
「
共
同
募
金

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
当
日

は
大
賑
わ
い
！
中
間
市
支
会
も
、
こ
れ

ま
で
の
「
共
同
募
金
コ
ー
ナ
ー
」
と
は

趣
向
を
変
え
、「
み
ー
と
ぱ
い
は
う
す
」

様
の
御
協
力
に
よ
り
中
間
市
の
寄
付

つ
き
商
品
で
あ
る
「
た
ま
せ
ん
」
を
、

祭
り
当
日
限
定
価
格
で
販
売
し
、
売
り

上
げ
の
一
部
を
共
同
募
金
に
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

中
間
市
支
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

取
組
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
方
と
の

触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
今
後
も
共
同
募

金
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
７
月
13
日
か
ら
、新
九

協
同
㈱
様
の
御
協
力
に
よ
り
、「
思

い
出
に
寄
り
添
う
味
を
提
供
し
た

い
」と
い
う
熱
い
想
い
と
共
に
、壮

大
な
景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

皿
倉
山
で
、絶
品
カ
レ
ー
に
唐
揚
げ

と
ド
リ
ン
ク
が
つ
い
た
寄
付
つ
き

商
品
「
天
宮
セ
ッ
ト
（
皿
倉
山
カ

レ
ー
、か
ら
あ
げ
、ド
リ
ン
ク
）」が

誕
生
し
ま
し
た
。
１
セ
ッ
ト
に
つ
き
、

30
円
が
福
岡
県
共
同
募
金
会
八
幡

東
区
支
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。皿
倉

山
展
望
台
に
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ

「
天
宮
セ
ッ
ト
」を
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。

たません 1個180円（税抜） 

目玉焼きとえびせんをオリジ
ナルソースとマイルドなマヨ
ネーズで味わう。子どもの頃に
駄菓子屋で買ったような懐かし
くて優しい味がします。
1個につき、10円が共同募金

会中間市支会へ寄付されます。
中間市にお越しの際は、ぜひご
賞味ください。

令和５年10月23日、春日市のクローバープラ
ザで福岡県社会福祉大会が開催されました。大
会では、長年にわたり、共同募金運動に功績の
あった個人及び団体等が表彰され、今年度は、個人
27名、７団体、優秀地区として11の市町村支会が
選ばれました。受賞されました皆様、おめでとう
ございます。

福岡県共同募金会では、共同募金
の使いみちや共同募金運動につい
て等をInstagramで配信して
います。ぜひご覧ください。

天宮セット1,200円 

寄付つき商品を紹介します
令和５年度福岡県共同募金会会長表彰 

令和５年11月29日に、小郡高校のみなさんが
本会を訪問され、「創立40周年記念で実施した三
国が丘祭で、地域のために何ができるかを考え、
地元飲食店とコラボした模擬店での収益金を地域
の被災された方のために使いたい」と、本会にご寄
付いただきました。義援金は、福岡県を通じ、被災
された方々にお届けさせていただきます。

新 令和5年７月福岡県豪雨災害義援金の
ご寄付ありがとうございました

募
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
岡
県
共
同
募
金
会
ま
で 

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
８
８

【問い合わせ先　福岡県共同募金会　☎ ０９２－５８４－３３８８】
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2024年版社会福祉手帳の販売を開始しました

福祉人材センターのホームページをリニューアルしました

公益財団法人福岡県医薬品
配置協会様からの寄贈

公益財団法人福岡県医薬品配置協
会様から「薬と健康の週間」の事業の
一環として福岡県内の児童福祉施設
等へ医薬品を寄贈いただきました。 
誠にありがとうございました。

在福岡ベトナム社会主義
共和国領事館様からの寄付 

在福岡ベトナム社会主義共和国総領
事館様よりご寄付をいただきました。 
ご寄附いただきました浄財は、障が
いを持つ子どもたちの社会福祉推進
に有効に活用させていただきます。 
誠にありがとうございました。

（株）ツルハホールディングス様
及びクラシエ（株）様からの寄贈

申し込み、お問い合わせ

〒816-0804　春日市原町３-１-７ クローバープラザ西棟６階
TEL：092（584）3377 / FAX：092(584)3369
Mail：info@fuku-shakyo.jp

社会福祉関係法律の要点や各種相談窓口の連絡先など、福岡県の福祉の情報が満載の手帳が
完成しました。福祉関係者必携です。

この度、福祉人材センターのホームページを全面的にリニューアルしました。
より使いやすいホームページを目指して、デザインとページの構成を見直し、新規機能を追加

するとともに、スマートフォンやタブレットでの表示に対応しましたので、デバイスを問わずに
いつでも閲覧いただけます。
福祉の求人・求職活動にぜひご活用ください。

携帯に便利なポケットサイズ（縦14cm×横8.5cm×厚さ1.7cm）

・ 見開き月間スケジュール、週間スケジュール
・ 社会福祉関係法律の要点
・ 福岡県内の社会福祉施設、関係団体、各種相談窓口の連絡先など

ＨＰ掲載の申込用紙に記入のうえ、郵送またはFAX、メールで下記
あてにお申し込みください。後日、現品納入の際に請求書・振込用
紙を同封いたします。
（メールで申し込む場合はタイトルに「手帳発注」と記載し、申込書を添付
下さい）

総務企画部　総務課

催し

ふくおか“きずな”
フェスティバルの
開催

令和６年２月18日（日）
10時～15時

日　時

クローバープラザ
（春日市原町3-1-7）

会　場

● 開会式典
● 基調講演

内　容

 　地域・ボランティアセンター
TEL 092（584）3377
問

● 分科会 
ボランティアと地域の居場所づく
りや学生ボランティアの実践報告
等 

● 親子で楽しめるイベント 

● スタンプラリー 

● まごころ製品の販売 

※入場無料 

※分科会や親子で楽しめるイベン
ト、申し込みが必要な内容などの
詳細は ホームページをご確認く
ださい。

「ボランティア活動の『いま』と
『これから』（仮題）」
講師：大阪ボランティア協会 
　　  理事長 早瀬 昇 氏

今年度も、（株）ツルハホールディン
グス様及びクラシエ（株）様から、県内
の社会福祉施設に車いす１５台を寄贈
いただきました。
この取組は、（株）ツルハホールディ
ングス様とクラシエ（株）様による、ツル
ハグループ店舗で行う共同キャンペー
ンの売上の一部で車いすを購入し、ツ
ルハグループが展開する「地域の皆様
のお役に立ちたい」との願いによるも
ので、福岡県では平成29年度から毎
年度車いすを寄贈いただいています。
誠にありがとうございました。

福岡トヨペット（株）様
からの寄贈

今年度も、福岡トヨペット(株)様から
福岡県内の社会福祉施設に車いす２１
台を寄贈いただきました。 
この取組は、平成１９年11月30日
に同社が創業以来新車累計販売台数
６０万台を達成されたことを記念して
始められたもので、「地域の皆様のお役
に立ちたい」との願いにより、社会貢献
活動の一環として、毎年多数の車いす
を県内の社会福祉施設に寄贈いただ
いています。平成２８年以降は被災さ
れた施設へも寄贈いただきました。昨
年度までの寄贈台数累計は６２２台と
なります。 
誠にありがとうございました。

寄付・寄贈

1～2冊：180円
3～6冊：370円
7冊以上  620円

送　料

円

仕　様

主な掲載内容

申込方法

福祉人材センター
〒816-0804 春日市原町33-11-7
クローバープラザ東棟２階
TEL:092（584）3310
FAX:092（584）3319

（税込、送料別）

900900

福岡県令和 5 年 7 月豪雨災害義援金へのご協力をお願いします
福岡県共同募金会（以下「本会」という。）で
は、被災された方々を支援することを目的に
義援金の募集を令和５年７月18日（火）から
令和６年３月29日（金）まで行います。
なお、本会で取りまとめた義援金について
は、福岡県災害対策本部へ送金し、福岡県が設
置する義援金品配分委員会を通じて被災者に
配分されます。

金融機関 支店名 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行（※）

福岡銀行 春日原支店 普通預金
2023227

春日原支店 普通預金
3130506西日本シティ銀行

００９８０－９－２１３６６７

社会福祉法人
福岡県共同募金会

福岡県共募
福岡県令和５年７月
豪雨災害義援金

※ ゆうちょ銀行における窓口での振替料金は無料。
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